
福島
その先の環境へ。
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福島の未来と環境を考える
郵』 エ日地日坐ム

誓竺誓2026年9月 8 日(1k) 8:40~11:40
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2011年3月11日の東日本大震災および東京電力福島第一原子力発電所事故から15年。環境省では、 「除染」 「中間

貯蔵」 「廃棄物処理」等の環境再生の取組を進めてきました。福島県内の除染で発生した大量の除去土壌は、現在中惜

貯蔵施設に保管されており、法律により2045年3月までに福島県外で最終処分することが定められています。

本見学会では、中間貯蔵施設を視察いただき、復興再生利用と最終処分に向けた取組への理解を深めていただくと

ともに、復興に繋がるプラットフォーム事業をご検討いただくきっかけとなれば幸いです。

1 募集人員 I 
35名程度

1 参加費 I 
無料

申込期限 I 

2026年8 月 26 日（水）17時

1 お問い合わせ先

環境省担当部署 環境省環境再生グループ福島再生・未来志向プロジェクト推進室 
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▲ 面積は約1,600ha（渋谷区相当）

▲約1,400万m3（東京ドーム約11杯分）
の除去土壌を保管

▲ 4分の3は資材として利用可能


